
鯖江市都市整備部上下水道課

鯖江市上下水道料金等

改定検討委員会

令和８年９月１５日

第３回



本日の目次

１.料金改定の検討方針

２.料金体系の検討



日時 委員会等 主な内容

５月２５日（月） 第１回委員会 ・諮問 ・上下水道事業の事業概要、今後の課題等

７月１０日（金） 第２回委員会 ・上下水道料金の適正性 ・料金体系の検討

９月１５日（火） 第３回委員会 ・上下水道料金改定（案）

１０月１４日（水） 第４回委員会 ・答申（案）の検討

１０月２３日（金） 答申 ・市長への答申

１１月～１２月 パブリックコメント ・パブリックコメントを実施

２月～３月 3月議会 ・条例改正案提出

※ 条例可決後、約６か月間の住民周知期間を設けたうえで、令和９年度中に条例を施行

委員会開催時期及び内容
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１.料金改定の検討方針

1-1.料金改定の目標水準

1-2.料金改定の流れ

1-3.改定時期・改定方法の比較

1-4.基本的な考え方

（1）料金体系設定の考え方

（2）基本料金と従量料金



１.料金改定の検討方針

1-1.料金改定の目標水準

1-2.料金改定の流れ

1-3.改定時期・改定方法の比較

1-4.基本的な考え方

（1）料金体系設定の考え方

（2）基本料金と従量料金



第2回委員会資料抜粋より一部加筆

１.料金改定の実施方針

1-1.料金改定の目標水準
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第2回委員会資料抜粋より一部加筆

１.料金改定の実施方針

1-1.料金改定の目標水準
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１.料金改定の検討方針
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（1）料金体系設定の考え方
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１.料金改定の実施方針

1-2.料金改定の流れ

①財政シミュレーション

・現行料金での財政収支予測

②料金改定の検討方針

・目標とする水準

・総括原価方式と資産維持費

・改定率別ケース比較

③改定率の決定について

・水道料金、下水道使用料の改定率

④料金体系の設定

・総括原価の分解・配分 → 料金体系(案)の検討

⑤料金表の確定

料金改定率

■水道料金 ＋２０％以上

■下水道使用料 据置き（０％）

第2回検討委員会

で審議済

今回審議します
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１.料金改定の実施方針

1-3.改定時期・改定方法の比較

【令和9年10月使用料改定に向けたスケジュール】

経営改善の観点から料金改定はできるだけ早期に実施することが望ましいが、料金改定には市議会での議決が

必要であり、その後、住民への十分な周知期間やシステム改修等の準備期間を確保する必要があることから、令和

９年１０月を改定時期とすることが適当である。
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１.料金改定の実施方針

1-3.改定時期・改定方法の比較
水道
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資金残高

△ 2,000

△ 1,500

△ 1,000

△ 500

0

500

1,000

R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18 R19

（百万円）

改定なし R9.10に10％、R10.10に10％の段階的改定 R10.10に20％ R9.10に20％改定

１.料金改定の実施方針

1-3.改定時期・改定方法の比較
水道

最低必要資金残高（約2.5億円）
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１.料金改定の実施方針

1-4.基本的な考え方

（1）料金体系設定の考え方

〇水道料金（水道料金算定要領）

〇下水道使用料（下水道使用料算定の基本的な考え方）

料金は総括原価を基本料金と従量料金に分けて設定します。

基本料金は口径の大きさごとに設定し、従量料金は口径の大きさによらず一律で

設定することが望ましいとされています。

料金は総括原価を基本料金と従量料金に分けて設定します。

基本料金は一律に設定し、従量料金は水量に応じて段階的に設定することが望ま

しいとされています。
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１.料金改定の実施方針

1-4.基本的な考え方

（2）基本料金と従量料金

現在の料金体系（二部料金制）

料金体系の基本的な考え方と

その課題

基本水量

（基本水量含む）

料金

水量

上下水道を取り

巻く環境の変化 従量料金
(累進料金制)

基本料金

水需要の減少が見込まれる中で、使

用水量に応じて支払う従量料金は、

有収水量の減少に伴い減少します。

さらに、累進料金制は利用者の節水

意識に強く働くため、料金収入の減

少を助長し、事業運営に支障をきた

すことが懸念されます。

費用の大半は固定費であり、必要な

費用は基本料金で回収するべきところ

ですが、基本料金を上げると少量利

用者の負担が重くなります。

人口減少、

節水型機器、

節水意識

従量料金

（超過使用分）

安定した料金収入のために、基本料金と従量料金の割合を調整する必要があります。

※日本水道協会 「水道料金算定要領」より

※日本下水道協会 「下水道使用料算定の基本的考え方」より

９



１.料金改定の実施方針
1-4.基本的な考え方

（2）基本料金と従量料金
語句の説明

・ ・ ・ 薬品費、動力費等

需要家費

概ね水使用の増減に比例する費用

固定費
・ ・ ・ 施設維持管理費の大部分、減価償却費、

支払利息等

水使用の多少に関わらず、施設を適正に維持していくために固定的

に必要となる費用

変動費

・ ・ ・ 検針や集金、量水器関係諸費用等

水使用の多少に関わらず、使用者の存在により発生する固定的費用
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１.料金改定の実施方針
1-3.基本的な考え方

（2）基本料金と従量料金

総括原価(資本費・維持管理費)を「需要家費」「固定費」「変動費」に分解した上で、基本料金(基本使用料)と

従量料金(従量使用料)に配分します。

総括原価

（資本費･維持管理費）

変動費(458百万円)

固定費(729百万円)

需要家費(172百万円)

従量料金
(775百万円)

基本料金
(584百万円)

※日本水道協会 「水道料金算定要領」より

※日本下水道協会 「下水道使用料算定の基本的考え方」より

■総括原価の分解・配分

※R6年度決算ベース（水道事業）

412百万円

317百万円

Ｒ6決算(水道) 「基本料金」「従量料金」の分配

固定費は、施設利用率（平均給水量/施設能力）に応じて分配

基本料金分（412百万円）
従量料金分（317百万円）施設利用率（43.5％）
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２.料金体系の検討

2-1.検討事項

2-2.現状分析

（1）料金体系

（2）口径別使用者分布と経年変化

（3）水量別使用者分布と経年変化

2-３.料金体系の見直し案



２.料金体系の検討

2-1.検討事項

2-2.現状分析

（1）料金体系

（2）口径別使用者分布と経年変化

（3）水量別使用者分布と経年変化

2-３.料金体系の見直し案



２.料金体系の検討
2-1.検討方針

水道

以下の３点を検討事項とします。

水道料金（1か月当たり/税抜） 現行の料金体系

口径
基本料金（円/月） 従量料金（1㎥あたり）

水量 金額 ~20㎥ 21-50㎥ 51-300㎥ 301㎥～

13㎜
5 650

130 140 150 160

20㎜

25㎜

な

し

3,000

30㎜ 3,700

40㎜ 5,000

50㎜ 6,500

75㎜ 10,000

100㎜ 13,000

150㎜ 20,000

②基本料金と従量料金の

収入割合

④従量料金の累進度の設定

③口径別基本料金の設定

（1）検討事項

①基本

水量の

見直し
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２.料金体系の検討
2-1.検討方針 下水道

今回の改定では、改定率を０％とするため現行の料金体系を維持し、料金

体系の見直しについては次回以降の料金改定時に改めて検討します。

下水道使用料（1か月当たり/税抜） 現行の料金体系

用途

基本使用料

（円/月）
従量料金（1㎥あたり）

水量 金額 6-10㎥ 11-20㎥ 21-50㎥ 51-300㎥ 301㎥～

一般汚水 5 1,060 42 169 182 194 207

湯屋汚水 な し 75

（1）検討事項

13



２.料金体系の検討
2-1.検討方針

（1）検討事項
水道

検討事項 現状 検討の考え方 検討方針

①基本水量

の見直し

基本料金に2か月

当たり10㎥の基本

水量を付与

基本水量制は、使用料が少ない場合でも一

定量まで同一料金となるため、使用実態に応じ

た料金負担の公平性を考慮することが望ましい。

基本水量の廃止について

検討します。

②基本料金

と従量料金

の収入割合

基本料金と従量

料金の収入割合

（２：８）

使用水量に関わらす発生する費用は、原則

基本料金で回収することが望ましい。

使用水量の減少が見込まれる中で、基本料

金収入の割合の増加を図ることが望ましい。

「水道料金算定要領」によ

り算出される基本料金収入

と従量料金収入の割合を参

考に検討します。

③口径別基

本料金の設

定

口径別に基本料

金を設定

口径に応じた負担を求めることを前提に、基

本料金で回収すべき収入総額を各口径に割り

当てることが望ましい。

「水道料金算定要領」によ

る算定方法を参考に、口径

ごとの基本料金を検討します。

④従量料金

の累進度の

設定

累進度(※)：1.23 従量料金は使用水量に応じて公平に負担す

るべきものである。

一般的には、安定的に料金収入を確保する

ためにも、累進度を緩和することが考えられる。

従量料金の負担の公平性

と少量使用者の負担を考慮

して検討します。

※最高単価(160円)÷最安単価(130円※10㎥以下の料金単価を除く)で計算
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基本水量なし

現行

基本料金

従量料金

２.料金体系の検討
2-1.検討方針

（1）検討事項
水道

①基本水量の見直し

基本水量がないと1㎥の使用

から基本料金+従量料金が

かかります。

現行の料金体系のまま基本水量を廃止すると全体的に料金が高く

なります。

鯖江市では、生活上最低限必要な水については、無理に節水することなく使っていただくという公衆衛生上の目的として基本水量を設定しています。

基本水量は１か月当たり５㎥（２か月当たり10㎥）です。

基本水量が１か月当たり５㎥を超えると従量料金が発生

します。
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２.料金体系の検討

2-1.検討方針

（1）検討事項
水道

②基本料金と従量料金の収入割合

〇R6年度水道料金収入実績 ＝ 基本料金：従量料金 ＝ ２：８

〇水道料金算定要領 ＝ 基本料金：従量料金 ＝ 4 ： 6

→使用水量の減少が見込まれる中で、安定的な収入を確保することが目的
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２.料金体系の検討

2-1.検討方針

（1）検討事項
水道

③口径別基本料金の設定

利用する口径が大きくなると一度に大量の水が使用できるが、大量の水を供給するには、その分多額の設

備投資が必要となる。

費用負担の公平を図るため、口径が大きくなるごとに基本料金を高く設定することが望ましい。

口径
基本料金

（円/月）

13㎜
650

20㎜

25㎜ 3,000

30㎜ 3,700

40㎜ 5,000

50㎜ 6,500

75㎜ 10,000

100㎜ 13,000

150㎜ 20,000

現行の口径別基本料金
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２.料金体系の検討

2-1.検討方針

（1）検討事項
④従量料金の累進度の設定

〇累進制とは ・・・ 水道の配水量が多くなるほど、従量料金の単価が高くなる。

→水不足の時代に水需要を抑制するために採用された仕組み。

しかし、全国的に水需要が減少傾向 → 水需要の抑制という目的は薄れてきている。

また、利用者の節水意識に働き料金収入の減少を助長し事業運営に支障をきたす懸念。

〇累進度とは ・・・ 1㎥当たりの最低単価に対する最大水量区分単価の比較。

累進度が高いほど大量使用者の負担が大きい

水道料金・下水道使用料の

料金体系
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２.料金体系の検討

2-1.検討事項

2-2.現状分析

（1）料金体系

（2）口径別使用者分布と経年変化

（3）水量別使用者分布と経年変化

2-３.料金体系の見直し案



２.料金体系の検討

2-1.現状分析

基本料金と従量料金から構成される「二部料金制」を採用しています。

また、従量料金については、使用量の増加に応じて料金単価が高くなる「累進料金制」を採用しています。

（1）料金体系
水道

累
進
制

累
進
制

累
進
制

累
進
制
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２.料金体系の検討

2-1.現状分析

（1）料金体系

県内９市の水道料金体系（月額）
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口径13mmで20㎥使用した場合の月額水道料金（消費税込）の比較

1,650 

858 

1,650 
1,430 

924 
1,188 

715 

1,265 1,265 
880 1,023 

1,815 

2,640 

1,760 
1,815 

2,200 1,716 

2,145 
1,397 1,320 

1,562 1,232 

132 

3,597 
3,498 

3,410 
3,245 

3,124 

2,904 2,860 
2,662 2,585 

2,442 
2,255 

大野市 鯖江市

(改定後)

勝山市 あわら市 越前市 坂井市 鯖江市

(現行)

敦賀市 勝山市 小浜市 福井市

従
量
料
金

基
本
料
金
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２.料金体系の検討

2-1.現状分析

（1）料金体系

県内９市の水道料金体系（月額）

仮に一律

＋20％した場合



２.料金体系の検討

2-2.現状分析

（２）口径別使用者分布と経年変化
使用者の分布（口径別、5ヵ年平均）

Φ13㎜が減少し、Φ20㎜が増加

直近５ヵ年（R2～R6）平均における口径別給水戸数は

13㎜、20㎜の口径が多く、全体の約97％を占めています。

全体の契約件数は、

わずかに増加

Φ30㎜以上の使用者は、

変化がありません。
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２.料金体系の検討

2-2.現状分析

（3）水量別の使用者分布と経年変化

直近5ヵ年（R2～R6）平均における使用量は、11～

30㎥の水量区分が多く、全体の42.7％を占めています。

使用者の分布（使用量別、5ヵ年平均）

31～100㎥の水量区分が減少

使用水量は減少
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２.料金体系の検討

2-1.検討事項

2-2.現状分析

（1）料金体系

（2）口径別使用者分布と経年変化

（3）水量別使用者分布と経年変化

2-３.料金体系の見直し案



２.料金体系の検討

2-3.料金体系見直し案 水道

ケース①② ケース③ ケース④⑤

概要

基本料金の比重を抑え、

使用水量に応じた負担

を求める従量料金中心

の料金体系

基本料金・従量料金

の改定率を概ね一律

で改定

基本料金の比重を高

め、従量料金の改定を

抑制する料金体系

使用者へ

の影響

少量使用者の負担感

は小さくなるが、多量使

用者の負担感は大きい

概ね一律の改定とする

ことで使用者間の負担

の公平性を保ち、分か

りやすい料金体系とな

る。

少量使用者の負担感

は大きくなるが、多量使

用者の負担感は小さい
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２.料金体系の検討

2-3.料金体系見直し案

各検討案の料金体系案は以下のとおりです。
なお、各ケースにおける具体的な料金設定額および現行体系からの改定率の詳細は
別紙資料にてお示ししています。

水道

詳細は別紙参照
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水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

5㎥ 650 - - 650 0 0% 725 75 12% 780 130 20% 1,100 450 69% 1,275 625 96%

10㎥ 1,300 - - 1,500 200 15% 1,525 225 17% 1,580 280 22% 1,800 500 38% 1,925 625 48%

15㎥ 1,950 - - 2,350 400 21% 2,325 375 19% 2,380 430 22% 2,500 550 28% 2,575 625 32%

20㎥ 2,600 - - 3,200 600 23% 3,125 525 20% 3,180 580 22% 3,200 600 23% 3,225 625 24%

25㎥ 3,300 - - 4,100 800 24% 4,025 725 22% 4,030 730 22% 3,950 650 20% 3,925 625 19%

30㎥ 4,000 - - 5,000 1,000 25% 4,925 925 23% 4,880 880 22% 4,700 700 18% 4,625 625 16%

5㎥ 3,650 - - 3,850 200 5% 4,050 400 11% 4,400 750 21% 4,450 800 22% 4,700 1,050 29%

10㎥ 4,300 - - 4,700 400 9% 4,850 550 13% 5,200 900 21% 5,150 850 20% 5,350 1,050 24%

15㎥ 4,950 - - 5,550 600 12% 5,650 700 14% 6,000 1,050 21% 5,850 900 18% 6,000 1,050 21%

20㎥ 5,600 - - 6,400 800 14% 6,450 850 15% 6,800 1,200 21% 6,550 950 17% 6,650 1,050 19%

25㎥ 6,300 - - 7,300 1,000 16% 7,350 1,050 17% 7,650 1,350 21% 7,300 1,000 16% 7,350 1,050 17%

30㎥ 7,000 - - 8,200 1,200 17% 8,250 1,250 18% 8,500 1,500 21% 8,050 1,050 15% 8,050 1,050 15%

15㎥ 6,950 - - 7,550 600 9% 7,900 950 14% 8,400 1,450 21% 8,100 1,150 17% 8,400 1,450 21%

20㎥ 7,600 - - 8,400 800 11% 8,700 1,100 14% 9,200 1,600 21% 8,800 1,200 16% 9,050 1,450 19%

25㎥ 8,300 - - 9,300 1,000 12% 9,600 1,300 16% 10,050 1,750 21% 9,550 1,250 15% 9,750 1,450 17%

30㎥ 9,000 - - 10,200 1,200 13% 10,500 1,500 17% 10,900 1,900 21% 10,300 1,300 14% 10,450 1,450 16%

35㎥ 9,700 - - 11,100 1,400 14% 11,400 1,700 18% 11,750 2,050 21% 11,050 1,350 14% 11,150 1,450 15%

40㎥ 10,400 - - 12,000 1,600 15% 12,300 1,900 18% 12,600 2,200 21% 11,800 1,400 13% 11,850 1,450 14%

50㎥ 13,300 - - 15,300 2,000 15% 15,600 2,300 17% 16,100 2,800 21% 15,300 2,000 15% 15,050 1,750 13%

75㎥ 17,050 - - 20,050 3,000 18% 20,350 3,300 19% 20,600 3,550 21% 19,300 2,250 13% 18,800 1,750 10%

100㎥ 20,800 - - 24,800 4,000 19% 25,100 4,300 21% 25,100 4,300 21% 23,300 2,500 12% 22,550 1,750 8%

150㎥ 28,300 - - 34,300 6,000 21% 34,600 6,300 22% 34,100 5,800 20% 31,300 3,000 11% 30,050 1,750 6%

250㎥ 43,300 - - 53,300 10,000 23% 53,600 10,300 24% 52,100 8,800 20% 47,300 4,000 9% 45,050 1,750 4%

300㎥ 50,800 - - 62,800 12,000 24% 63,100 12,300 24% 61,100 10,300 20% 55,300 4,500 9% 52,550 1,750 3%

100㎥ 27,300 - - 31,300 4,000 15% 33,100 5,800 21% 32,900 5,600 21% 31,300 4,000 15% 30,350 3,050 11%

150㎥ 34,800 - - 40,800 6,000 17% 42,600 7,800 22% 41,900 7,100 20% 39,300 4,500 13% 37,850 3,050 9%

200㎥ 42,300 - - 50,300 8,000 19% 52,100 9,800 23% 50,900 8,600 20% 47,300 5,000 12% 45,350 3,050 7%

250㎥ 49,800 - - 59,800 10,000 20% 61,600 11,800 24% 59,900 10,100 20% 55,300 5,500 11% 52,850 3,050 6%

1000㎥ 169,300 - - 209,300 40,000 24% 211,100 41,800 25% 201,900 32,600 19% 182,300 13,000 8% 172,350 3,050 2%

3500㎥ 569,300 - - 709,300 140,000 25% 711,100 141,800 25% 676,900 107,600 19% 607,300 38,000 7% 572,350 3,050 1%

（プラス面）
使用者間の負担差が最も小さい
（マイナス面）
少量使用者への配慮が最も小さい

使用者への影響 -

（プラス面）
少量使用者は値上げの影響を感じにくい
（マイナス面）
使用水量が多い利用者ほど値上げの影響が大きい

（プラス面）
少量使用者ごとの値上げ幅の差が比較的小さい
（マイナス面）
使用水量が多い利用者ほど値上げの影響が大きい

（プラス面）
値上げの影響が特定の使用者層に偏りにくい
（マイナス面）
少量使用者は一定の値上げの影響を受ける

（プラス面）
使用水量が多い利用者は値上げの影響を感じにくい
（マイナス面）
少量の使用者ほど値上げの影響を感じやすい

1.21 1.23

1,311,383,850

現行体系との比較
(1月あたり 税抜き)

使
用
水
量

13･20
㎜

25mm

40mm

50mm

100mm

料金収入（年間） 1,090,083,500 1,330,471,700 1,327,940,760 1,322,184,670 1,309,733,050

累進度 1.23 1.18 1.25 1.19

基本料金と
従量料金の

割合

基本料金：従量料金
＝24：76

基本料金：従量料金
＝19：81

基本料金：従量料金
＝22：78

基本料金：従量料金
＝24：76

基本料金：従量料金
＝32：68

基本料金：従量料金
＝37：63

（プラス面）基本料金と従量料金の負担割合が適正化
され、事業運営の実態に即した料金体系となる
（マイナス面）使用者を多く占める少量使用者層の改
定率が高くなり、市民理解を得にくい

料金体系
(税抜)

事業者への影響 -

（プラス面）
累進度が低く、使用実態を料金に反映しやすい
（マイナス面）
節水や人口減少の影響を受けやすい

（プラス面）
ケース①に比べ、節水や人口減少の影響を受けにくい
（マイナス面）
累進度が高く、使用実態を料金に反映しにくい

（プラス面）
現行料金体系に近く、使用者の理解を得やすい
（マイナス面）
使用者負担や収入の安定性において大きな特徴がない

（プラス面）節水や人口減少の影響を受けにくく、料
金収入の安定化につながる
（マイナス面）利用者を多く占める少量使用者総の改
定率が高くなり、市民理解を得にくい

従量料金を据え置き、基本料金中心で改定

改定率
（料金収入ベース）

100.0% 122.1% 121.8% 121.3% 120.1% 120.3%

概要 現行の料金体系 基本料金を据え置き、従量料金中心で改定
基本料金を小幅に引き上げ、少量使用者への影響に配
慮したバランス型

基本料金･従量料金とも概ね20%改定し、10円単位で設
定

基本料金の負担割合を高める形で改定

水道料金の改定案　概ね20％（１か月使用分）

現行体系 ケース① ケース② ケース③ ケース④ ケース⑤



水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

5㎥ 650 - - 650 0 0% 750 100 15% 800 150 23% 1,250 600 92% 1,425 775 119%

10㎥ 1,300 - - 1,500 200 15% 1,600 300 23% 1,600 300 23% 1,950 650 50% 2,075 775 60%

15㎥ 1,950 - - 2,350 400 21% 2,450 500 26% 2,400 450 23% 2,650 700 36% 2,725 775 40%

20㎥ 2,600 - - 3,200 600 23% 3,300 700 27% 3,200 600 23% 3,350 750 29% 3,375 775 30%

25㎥ 3,300 - - 4,150 850 26% 4,200 900 27% 4,100 800 24% 4,100 800 24% 4,075 775 23%

30㎥ 4,000 - - 5,100 1,100 28% 5,100 1,100 28% 5,000 1,000 25% 4,850 850 21% 4,775 775 19%

5㎥ 3,650 - - 3,850 200 5% 4,100 450 12% 4,550 900 25% 4,500 850 23% 4,850 1,200 33%

10㎥ 4,300 - - 4,700 400 9% 4,950 650 15% 5,350 1,050 24% 5,200 900 21% 5,500 1,200 28%

15㎥ 4,950 - - 5,550 600 12% 5,800 850 17% 6,150 1,200 24% 5,900 950 19% 6,150 1,200 24%

20㎥ 5,600 - - 6,400 800 14% 6,650 1,050 19% 6,950 1,350 24% 6,600 1,000 18% 6,800 1,200 21%

25㎥ 6,300 - - 7,350 1,050 17% 7,550 1,250 20% 7,850 1,550 25% 7,350 1,050 17% 7,500 1,200 19%

30㎥ 7,000 - - 8,300 1,300 19% 8,450 1,450 21% 8,750 1,750 25% 8,100 1,100 16% 8,200 1,200 17%

15㎥ 6,950 - - 7,550 600 9% 8,050 1,100 16% 8,650 1,700 24% 8,150 1,200 17% 8,500 1,550 22%

20㎥ 7,600 - - 8,400 800 11% 8,900 1,300 17% 9,450 1,850 24% 8,850 1,250 16% 9,150 1,550 20%

25㎥ 8,300 - - 9,350 1,050 13% 9,800 1,500 18% 10,350 2,050 25% 9,600 1,300 16% 9,850 1,550 19%

30㎥ 9,000 - - 10,300 1,300 14% 10,700 1,700 19% 11,250 2,250 25% 10,350 1,350 15% 10,550 1,550 17%

35㎥ 9,700 - - 11,250 1,550 16% 11,600 1,900 20% 12,150 2,450 25% 11,100 1,400 14% 11,250 1,550 16%

40㎥ 10,400 - - 12,200 1,800 17% 12,500 2,100 20% 13,050 2,650 25% 11,850 1,450 14% 11,950 1,550 15%

50㎥ 13,300 - - 15,600 2,300 17% 15,800 2,500 19% 16,725 3,425 26% 15,350 2,050 15% 15,150 1,850 14%

75㎥ 17,050 - - 20,600 3,550 21% 20,550 3,500 21% 21,475 4,425 26% 19,350 2,300 13% 18,900 1,850 11%

100㎥ 20,800 - - 25,600 4,800 23% 25,300 4,500 22% 26,225 5,425 26% 23,350 2,550 12% 22,650 1,850 9%

150㎥ 28,300 - - 35,600 7,300 26% 34,800 6,500 23% 35,725 7,425 26% 31,350 3,050 11% 30,150 1,850 7%

250㎥ 43,300 - - 55,600 12,300 28% 53,800 10,500 24% 54,725 11,425 26% 47,350 4,050 9% 45,150 1,850 4%

300㎥ 50,800 - - 65,600 14,800 29% 63,300 12,500 25% 64,225 13,425 26% 55,350 4,550 9% 52,650 1,850 4%

100㎥ 27,300 - - 32,100 4,800 18% 33,300 6,000 22% 34,350 7,050 26% 31,350 4,050 15% 30,450 3,150 12%

150㎥ 34,800 - - 42,100 7,300 21% 42,800 8,000 23% 43,850 9,050 26% 39,350 4,550 13% 37,950 3,150 9%

200㎥ 42,300 - - 52,100 9,800 23% 52,300 10,000 24% 53,350 11,050 26% 47,350 5,050 12% 45,450 3,150 7%

250㎥ 49,800 - - 62,100 12,300 25% 61,800 12,000 24% 62,850 13,050 26% 55,350 5,550 11% 52,950 3,150 6%

1000㎥ 169,300 - - 219,100 49,800 29% 211,300 42,000 25% 212,350 43,050 25% 182,350 13,050 8% 172,450 3,150 2%

3500㎥ 569,300 - - 744,100 174,800 31% 711,300 142,000 25% 712,350 143,050 25% 607,350 38,050 7% 572,450 3,150 1%

（プラス面）
使用者間の負担差が最も小さい
（マイナス面）
少量使用者への配慮が最も小さい

事業者への影響 -

（プラス面）
累進度が低く、使用実態を料金に反映しやすい
（マイナス面）
節水や人口減少の影響を受けやすい

（プラス面）
ケース①に比べ、節水や人口減少の影響を受けにくい
（マイナス面）
累進度が高く、使用実態を料金に反映しにくい

（プラス面）
現行料金体系に近く、使用者の理解を得やすい
（マイナス面）
使用者負担や収入の安定性において大きな特徴がない

（プラス面）節水や人口減少の影響を受けにくく、料
金収入の安定化につながる
（マイナス面）利用者を多く占める少量使用者総の改
定率が高くなり、市民理解を得にくい

（プラス面）基本料金と従量料金の負担割合が適正化
され、事業運営の実態に即した料金体系となる
（マイナス面）使用者を多く占める少量使用者層の改
定率が高くなり、市民理解を得にくい

使用者への影響 -

（プラス面）
少量使用者は値上げの影響を感じにくい
（マイナス面）
使用水量が多い利用者ほど値上げの影響が大きい

（プラス面）
少量使用者ごとの値上げ幅の差が比較的小さい
（マイナス面）
使用水量が多い利用者ほど値上げの影響が大きい

（プラス面）
値上げの影響が特定の使用者層に偏りにくい
（マイナス面）
少量使用者は一定の値上げの影響を受ける

（プラス面）
使用水量が多い利用者は値上げの影響を感じにくい
（マイナス面）
少量の使用者ほど値上げの影響を感じやすい

1,362,655,550

現行体系との比較
(1月あたり 税抜き)

使
用
水
量

13･20
㎜

25mm

40mm

50mm

100mm

料金収入（年間） 1,090,083,500 1,359,248,060 1,367,590,100 1,359,749,210 1,360,213,850

基本料金：従量料金
＝39：61

累進度 1.23 1.24 1.18 1.25 1.21 1.23

基本料金と
従量料金の

割合

基本料金：従量料金
＝24：76

基本料金：従量料金
＝19：81

基本料金：従量料金
＝22：78

基本料金：従量料金
＝24：76

基本料金：従量料金
＝34：66

料金体系
(税抜)

従量料金を据え置き、基本料金中心で改定

改定率
（料金収入ベー

ス）
100.0% 124.7% 125.5% 124.7% 124.8% 125.0%

概要 現行の料金体系 基本料金を据え置き、従量料金中心で改定
基本料金を小幅に引き上げ、少量使用者への影響に配
慮したバランス型

基本料金･従量料金とも概ね25%改定 基本料金の負担割合を高める形で改定

水道料金の改定案　概ね25％（１か月使用分）

」 現行体系 ケース① ケース② ケース③ ケース④ ケース⑤



水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

水道料金（円）
現行体系
との差額
（円）

改定率
（％）

5㎥ 650 - - 650 0 0% 725 75 12% 845 195 30% 1,250 600 92% 1,600 950 146%

10㎥ 1,300 - - 1,550 250 19% 1,625 325 25% 1,695 395 30% 2,000 700 54% 2,250 950 73%

15㎥ 1,950 - - 2,450 500 26% 2,525 575 29% 2,545 595 31% 2,750 800 41% 2,900 950 49%

20㎥ 2,600 - - 3,350 750 29% 3,425 825 32% 3,395 795 31% 3,500 900 35% 3,550 950 37%

25㎥ 3,300 - - 4,350 1,050 32% 4,375 1,075 33% 4,295 995 30% 4,300 1,000 30% 4,250 950 29%

30㎥ 4,000 - - 5,350 1,350 34% 5,325 1,325 33% 5,195 1,195 30% 5,100 1,100 28% 4,950 950 24%

5㎥ 3,650 - - 3,900 250 7% 4,350 700 19% 4,750 1,100 30% 4,350 700 19% 4,850 1,200 33%

10㎥ 4,300 - - 4,800 500 12% 5,250 950 22% 5,600 1,300 30% 5,100 800 19% 5,500 1,200 28%

15㎥ 4,950 - - 5,700 750 15% 6,150 1,200 24% 6,450 1,500 30% 5,850 900 18% 6,150 1,200 24%

20㎥ 5,600 - - 6,600 1,000 18% 7,050 1,450 26% 7,300 1,700 30% 6,600 1,000 18% 6,800 1,200 21%

25㎥ 6,300 - - 7,600 1,300 21% 8,000 1,700 27% 8,200 1,900 30% 7,400 1,100 17% 7,500 1,200 19%

30㎥ 7,000 - - 8,600 1,600 23% 8,950 1,950 28% 9,100 2,100 30% 8,200 1,200 17% 8,200 1,200 17%

15㎥ 6,950 - - 7,700 750 11% 8,450 1,500 22% 9,050 2,100 30% 8,025 1,075 15% 8,500 1,550 22%

20㎥ 7,600 - - 8,600 1,000 13% 9,350 1,750 23% 9,900 2,300 30% 8,775 1,175 15% 9,150 1,550 20%

25㎥ 8,300 - - 9,600 1,300 16% 10,300 2,000 24% 10,800 2,500 30% 9,575 1,275 15% 9,850 1,550 19%

30㎥ 9,000 - - 10,500 1,500 17% 11,250 2,250 25% 11,700 2,700 30% 10,375 1,375 15% 10,550 1,550 17%

35㎥ 9,700 - - 11,600 1,900 20% 12,200 2,500 26% 12,600 2,900 30% 11,175 1,475 15% 11,250 1,550 16%

40㎥ 10,400 - - 12,600 2,200 21% 13,150 2,750 26% 13,500 3,100 30% 11,975 1,575 15% 11,950 1,550 15%

50㎥ 13,300 - - 16,100 2,800 21% 16,775 3,475 26% 17,250 3,950 30% 15,250 1,950 15% 15,200 1,900 14%

75㎥ 17,050 - - 21,350 4,300 25% 21,750 4,700 28% 22,250 5,200 30% 19,500 2,450 14% 18,950 1,900 11%

100㎥ 20,800 - - 26,600 5,800 28% 26,775 5,975 29% 27,250 6,450 31% 23,750 2,950 14% 22,700 1,900 9%

150㎥ 28,300 - - 37,100 8,800 31% 36,775 8,475 30% 37,250 8,950 32% 32,250 3,950 14% 30,200 1,900 7%

250㎥ 43,300 - - 58,100 14,800 34% 56,775 13,475 31% 57,250 13,950 32% 49,250 5,950 14% 45,200 1,900 4%

300㎥ 50,800 - - 68,600 17,800 35% 66,775 15,975 31% 67,250 16,450 32% 57,750 6,950 14% 52,700 1,900 4%

100㎥ 27,300 - - 33,100 5,800 21% 34,250 6,950 25% 35,700 8,400 31% 30,900 3,600 13% 30,500 3,200 12%

150㎥ 34,800 - - 43,600 8,800 25% 44,250 9,450 27% 45,700 10,900 31% 39,400 4,600 13% 38,000 3,200 9%

200㎥ 42,300 - - 54,100 11,800 28% 54,250 11,950 28% 55,700 13,400 32% 47,900 5,600 13% 45,500 3,200 8%

250㎥ 49,800 - - 64,600 14,800 30% 64,250 14,450 29% 65,700 15,900 32% 56,400 6,600 13% 53,000 3,200 6%

1000㎥ 169,300 - - 229,100 59,800 35% 221,250 51,950 31% 222,700 53,400 32% 190,900 21,600 13% 172,500 3,200 2%

3500㎥ 569,300 - - 779,100 209,800 37% 746,250 176,950 31% 747,700 178,400 31% 640,900 71,600 13% 572,500 3,200 1%

（プラス面）
使用者間の負担差が最も小さい
（マイナス面）
少量使用者への配慮が最も小さい

事業者への影響 -

（プラス面）
累進度が低く、使用実態を料金に反映しやすい
（マイナス面）
節水や人口減少の影響を受けやすい

（プラス面）
ケース①に比べ、節水や人口減少の影響を受けにくい
（マイナス面）
累進度が高く、使用実態を料金に反映しにくい

（プラス面）
現行料金体系に近く、使用者の理解を得やすい
（マイナス面）
使用者負担や収入の安定性において大きな特徴がない

（プラス面）節水や人口減少の影響を受けにくく、料
金収入の安定化につながる
（マイナス面）利用者を多く占める少量使用者総の改
定率が高くなり、市民理解を得にくい

（プラス面）基本料金と従量料金の負担割合が適正化
され、事業運営の実態に即した料金体系となる
（マイナス面）使用者を多く占める少量使用者層の改
定率が高くなり、市民理解を得にくい

使用者への影響 -

（プラス面）
少量使用者は値上げの影響を感じにくい
（マイナス面）
使用水量が多い利用者ほど値上げの影響が大きい

（プラス面）
少量使用者ごとの値上げ幅の差が比較的小さい
（マイナス面）
使用水量が多い利用者ほど値上げの影響が大きい

（プラス面）
値上げの影響が特定の使用者層に偏りにくい
（マイナス面）
少量使用者は一定の値上げの影響を受ける

（プラス面）
使用水量が多い利用者は値上げの影響を感じにくい
（マイナス面）
少量の使用者ほど値上げの影響を感じやすい

1,421,030,500

現行体系との比較
(1月あたり 税抜き)

使
用
水
量

13･20
㎜

25mm

40mm

50mm

100mm

料金収入（年間） 1,090,083,500 1,419,345,110 1,421,930,480 1,422,335,660 1,417,394,350

基本料金：従量料金
＝42：58

累進度 1.23 1.16 1.17 1.24 1.20 1.23

基本料金と
従量料金の

割合

基本料金：従量料金
＝24：76

基本料金：従量料金
＝18：82

基本料金：従量料金
＝20：80

基本料金：従量料金
＝26：74

基本料金：従量料金
＝33：67

料金体系
(税抜)

従量料金を据え置き、基本料金中心で改定

改定率
（料金収入ベー

ス）
100.0% 130.2% 130.4% 130.5% 130.0% 130.4%

概要 現行の料金体系 基本料金を据え置き、従量料金中心で改定
基本料金を小幅に引き上げ、少量使用者への影響に配
慮したバランス型

基本料金･従量料金とも概ね30%改定 基本料金の負担割合を高める形で改定

水道料金の改定案　概ね30％（１か月使用分）

現行体系 ケース① ケース② ケース③ ケース④ ケース⑤
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